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文化庁委託事業 令和5年度障害者等による文化芸術活動推進事業

障害当事者の劇場・文化施設での芸術鑑賞及び
体験を充実させる施設職員とアーティストの育成プログラム
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本講座について

講座と
上映会

オンライン講座 視察研修

企画立案 グループワーク

上映会

劇場や美術館、博物館などの文化施設で働く人、アートに関わるつくり手、福祉施設で
働く人。それぞれが現場を視察し、さまざまな分野の参加者同士で刺激しあい、共に
考え、学び合うことを通じて、自分の現場にもちかえって、アクションを起こすことができ
るようになるまでの過程をサポートする約半年間の講座として実施しました。

　講座と上映会を通じ、障害当事者との創作現場で必要な視点や考え方などを学ぶ
「入門編」と、実際に障害当事者との文化芸術活動に取り組む全国の福祉施設の視察
と、受講生自ら企画を立てるグループワークからなる「企画実践編」に分かれています。

オンライン講座と上映会を通じ、障害当事者との創作現場で必要な視点や考え方などを学ぶ基
礎講座を開催。 
　オンライン講座では、「障害のある人と考える舞台芸術表現と鑑賞」という本講座のテーマの
基礎となるような考え方、言葉について、専門家、舞台の制作・企画者、福祉の現場の実践者の
レクチャーを通じて学びました。また、全国5都市で開催された上映会では、障害当事者の創作
活動の現場で起こる実態とその創作環境、周囲の関わり方、障害当事者の表現にかける思いに
ついて、ドキュメンタリー映画の鑑賞を通じて考えました。

対象│劇場や文化施設の職員、
アーティストなど全国各地の若手
からシニアまで経験問わず受講可
能。社会と舞台芸術のつながりを探
している方

入　門　編 企画実践編

全６回のオンライン講座で、障害のあるひとと芸術文化の
場をひらいていくための視点を学びます。

テーマ一覧│

第１回
「芸術文化の価値とは何か」

第２回
「舞台芸術系ワークショップの福祉施設での実践」

第３回
「合理的配慮から考える障害の社会モデル」

第４回
「障害当事者の視点からいまの創造環境についてきく」

第５回
「舞台芸術における音声ガイドについて」

第６回
「障害当事者との企画を考えるということ」

障害当事者の創作活動の現場で起こる実態とその創作
環境、周囲の関わり方、障害当事者の表現にかける思い
について、ドキュメンタリー映画の鑑賞を通じて学びます。

実施会場一覧│

新潟
りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館 スタジオA

福岡
福岡市美術館 ミュージアム ホール

福島
いわき芸術文化交流館アリオス 小劇場

東京
東京芸術劇場 シアターイースト

京都
ロームシアター 京都 ノースホール

障害のある方たちの表現活動の現場（福祉施設）を見学
し、その活動を支える職員の方々から直接お話を聞くこと
で、企画実践の上で、必要な心構えや知恵を得ることを
目指します。

視察施設一覧│

「現場の声を聞く」
川口太陽の家 工房集 （埼玉県）

「実践するPLAYの時間」
たんぽぽの家 アートセンターHANA（奈良県） 

「 なんでそんなんプロジェクトからぬかが目指すカタチ」
ぬかつくるとこ （岡山県）

「まちの中の施設」
リベルテ （長野県）

実際に自分たちの活動領域で実践できる企画（ワークショッ
プや創作活動、鑑賞プログラム等）を立案、実施できるまで考え
発表します。

企画監修│長津結一郎（九州大学大学院芸術工学研究院准教授）
 文 （NPO法人DANCE BOX 事務局長）

メンター│山川陸（アーティスト） 

● 企画検討会（オンライン）
　 受講生内で4人1組を目安としたグループ分けを行い
企画を立案していきます。 メンターへの相談やフィード
バックを得ながら企画をまとめていきます。

● 上映会振り返りディスカッション（オンライン）

● 企画発表会　
　会場│ロームシアター 京都 ノースホール

　  入 門 編
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劇場関係者、研究者、アーティスト、行政関係者、大学生。
アートと福祉の実践者がともに学ぶオンライン講座

入門編講座では、専門家、実践者によるオンラインのレクチャーが開催されました。
これから福祉とアートの現場で活動したい方たちにぜひご覧いただきたい６つのテーマが設定されており、
手話通訳、日本語字幕付で配信された本講座は、100名近くの方が受講。
各回、講義後には企画実践編受講生を対象に意見交換、質疑の場も設けられました。

飯野 由里子 
専門はジェンダー、セクシュアリティ、ディスアビリティ理論。 ジェンダーと多様性を
つなぐフェミニズム自主ゼミナール（ふぇみ・ゼミ）運営委員。OTD（組織変革のためのダイ
バーシティ）普及協会運営委員。

─マイノリティの視点を通して、私たちの社会の偏りとバリアに気づく

日程│2023年10月23日 ［月］  19：30 – 21：00
講師│ 飯野 由里子 （東京大学大学院教育学研究科附属バリアフリー

教育開発研究センター特任准教授）

令和6年4月から民間事業者による障害のある方への合理的
配慮が義務付けられることになり、芸術業界でも「バリアフリー
化」が目指されています。第3回は、東京大学大学院教育学研
究科附属バリアフリー教育開発研究センター特任准教授の飯
野由里子さんの講義を通じて、「社会的障壁」について考え「合
理的配慮」について学びました。
　「合理的配慮」についてその基礎として理解しておくべき、
「社会的障壁」「障害の社会モデル」について、成立の歴史

的、法律的背景も踏まえながら講義が進みます。「そもそも多数
派に合わせて社会を設計してることに問題がある」「社会の中
でマイノリティの立場に置かれている人たちと対話することで、
その人たちが見ている社会の歪みや偏りを知ることも大切」と
飯野先生。
　ノウハウや正解があるわけではない。まずは対話し、調整をし
ていくという基本姿勢を持ち、実践していくことの大切さを実感
する講座でした。

第3回 合理的配慮から考える障害の社会モデル

オンライン講座（全6回）

日　程│2023年10月30日 ［月］  19：30 – 21：00
登壇者│石田 智哉 （映画監督）、 関場 理生 （俳優／劇作家／ダイアログ・イン・ザ・ダーク アテンド）

 南雲 麻衣 （パフォーマー／アーティスト）、 林 建太 （視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ）

石田 智哉
1997年生まれ。立教大学現代心理学部映像身体学科卒業、同大学院修士課程
在学中。しょうがい者が創作をする過程で生まれる、身体観やしょうがい観の変
化について研究する。

関場 理生
1996年、東京生まれ。2歳で失明し全盲となる。東京都立総合芸術高等学校舞台
表現科3期、日本大学芸術学部演劇学科劇作コース卒業。みみよみナレーション
事務所に所属

南雲 麻衣
文化施設の運営・企画の仕事の傍ら、アーティストとしても活動。 当事者自身が
持つ身体感覚（ろう［聾］する身体）を「媒体」に、各分野のアーティストと共に作品を
生み出す。

林 建太
2012年より全国の美術館や学校で、目の見える人、見えない人が言葉を介して
「みること」を考える鑑賞プログラムを企画運営する

第4回座談会  障害当事者の視点からいまの創造環境についてきく

文化芸術の場づくりに関わる4名の座談会。ろう者でパフォー
マーの南雲麻衣さん、視覚障害当事者で俳優の関場理生さ
ん、筋ジストロフィーによる電動車いすユーザーで映画監督の石
田智哉さん、視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップを運営
される林建太さんから、ご自身の活動についてご紹介いただい
た後は、対話形式で進行。
　「障害当事者のアーティストとして現場に参加する際、サポー

トしてもらう仕組みをどのようにつくる？」「マニュアル化できない
部分、介助者にお願いしづらい部分についてはどうする？」「迷
惑をかけてしまう、ということについてどのように捉える？」「支援
者、介助者との仕事の中での距離感についてどう考えている？」
など“障害のある人の創作環境”について考えるきっかけとなる
重要な問いについて話されました。

─障害当事者の視点からいまの創造環境についてきく　正解はない。人と人が関わり、共にものづくりをしていくこと

日程│2023年9月13日［水］ 19：30 – 21：00
講師│ 中村 美亜 （九州大学大学院芸術工学研究院・教授）

中村 美亜 
専門は文化政策・アートマネジメント研究。近年は芸術文化の価値と評価、社会包
摂、認知症の人との共創的アートに関する実践的研究を行っている

障害当事者との創作現場で必要な視点や考え方などを学ぶ本
講座では、当事者との企画や創作を考えるにあたり、参加者ひ
とりひとりが、社会における芸術文化の価値について改めて見
つめ考えるような会となりました。
　歴史的、学術的背景や実例もまじえた講義の中で、「文化的
価値とは？」「目に見える作品と目に見えないプロセスそれぞれを
まなざすことの違いは？」「社会包摂とは？」「そもそもウェルビー

イングはなぜ必要？」など重要で根本的な問いが提示されます。
　「インクルーシブな社会の実現には、いろんな人が混ざり合って
いて何か一つのものができるんじゃなくて、あちこちにローカルで
いくつかのコミュニティができていくことがすごく重要。それらが重
なり、繋がっていくことによって、社会全体としてインクルーシブに
なる。芸術文化は非常にポテンシャルがある」と中村先生。一人
称の「楽しい！」から、場をデザインすることの大切さを学びました。

─はじまりは、個人のワクワクから。芸術と文化は、木と土の関係

生活介護事業所「カプカプ」所長・演劇ライターの鈴木励滋さん、
振付家・演出家・ダンサーの白神ももこさんをお招きして、舞台
芸術系ワークショップの可能性や場づくりについてお話しいただ
きました。
　「差異は個人にあるが、障害は関係から生まれる」と鈴木さん。
「しんどさ、マイノリティ性は誰でも体験していることなので、実
は、誰もが自分ごととして、障害について考えられるはず」と投げ
かけます。福祉施設でワークショプを実施してみることの価値に
ついて、「施設のスタッフが、アーティストの物の見方から学び、差
異を楽しむ感覚を磨くきっかけになること」や「参加した人たちが

自分を肯定できるようになることで、否定されない安心が場を満
たしていくようになること」を挙げました。
　白神さんは、芸術監督を務める公共ホール「キラリふじみ」の
活動において、「私の役割は、普段劇場に来づらい人たちとパ
フォーミングアーツとの出会いの場を作り、劇場とアーティスト、 
劇場と市民を繋げること」「今、ここにいる人と時間と場所を共有
して、遊びを発見することが大切」とお話ししてくださりました。後
半の対談も含め、参加者にとって、実践的な視点を学ばせてい
ただきました。

─パフォーミングアーツと福祉の出会いが、差異を楽しむ感覚を育む

第1回 芸術文化の価値とは何か

第2回  舞台芸術系ワークショップの福祉施設での実践

日程│2023年10月11日［水］19：30 – 21：00
講師│鈴木 励滋 （生活介護事業所「カプカプ」所長／演劇ライター）、白神 ももこ （振付家／演出家／ダンサー）

白神 ももこ 
ダンス・パフォーマンス的グループ「モモンガ・コンプレックス」主宰。無意味・無駄
を積極的に取り入れユニークな空間を醸し出す作風には定評がある。 富士見市
民文化会館キラリ☆ふじみ芸術監督

鈴木 励滋
1973年3月群馬県高崎市生まれ。97年から現職を務め、演劇に関しては劇団ハ
イバイのツアーパンフレットや「東京芸術祭」のウェブサイトなどに寄稿。
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”表現”の可能性を
追求する話題作3本を
全国5都市にて上映！

新潟会場

福岡会場

新潟 1月20日（土）／福岡 1月27日（土）／福島 2月3日（土）／東京 2月10日（土）／京都 2月17日（土）

障害当事者の創作活動の現場で起こる実態とその創作環境、
周囲の関わり方、障害当事者の表現にかける思いについて、
ドキュメンタリー映画の鑑賞を通じて学ぶための上映会を開催。
全会場で、監督やプロデューサーによるアフタートークを、
文字支援、手話通訳ありで実施しました。

日程│2024年1月20日［土］
会場│りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館 スタジオA　
    ※『こころの通訳者たち』終映後 アフタートーク実施

登壇│平塚 千穂子（プロデューサー/CINEMA Chupki TABATA 代表） 

日程│2024年1月27日［土］
会場│福岡市美術館 ミュージアム ホール　
    ※『音の行方』終映後 アフタートーク実施

登壇│野田 亮 （監督）、音遊びの会／富阪 友里、後藤 佑太

『こころの通訳者たち』終映後、プロデューサー／CINEMA Chupki 
TABATA 代表 平塚 千穂子さんをお招きしてアフタートークを実施。
本作品が生まれた背景やプロセスについてお話しいただきました。
　「聞こえない人と見えない人、視覚世界と聴覚世界の違いがあって
も、人が感情や心を捉えようとしている、その衝動、熱は変わらない。
お互いに知りたい！という想いがあった」と平塚さん。「舞台手話とい
う、日本手話とも異なる技術のある世界で、通訳者たちが悩み、つくっ
ていくプロセスを伝えられたこともよかった」「映画に関わった見えな
い人、聞こえない人が、その後、互いの世界を知りたいと一緒に活動
するようになった」と作品を通じて、広がっていた新たな世界について
も話してくださいました。

『音の行方』終映後、野田 亮監督によるアフタートークと音遊びの会のラ
イブを実施。
　トークでは、「今映画の中で使われている映像が撮れたのは半年経っ
てから。最初は、正直、何をどのように撮っていいかわからなかった。」と
野田監督。通っているうちに、徐 に々メンバーとの距離が近くなり、自分の
目線で取れるようになった、と撮影の時のことを話してくださいました。
　今回、バリアフリー字幕に加え、「視覚表現版」という独自の情報保障
で上映されたことの背景について、「ろうの人たちに、そもそも、音楽がど
う面白いかわからないと意見をもらって。音あそびの会の音楽の面白さ
を可視化してみたいと思い、音の感触、柔らかさや硬さなど、いろんな表
現をどうにか視覚化してみようとして、実験的に、音の表現をグラフィカル
に視覚化した」と、語られました。

日程│2023年11月28日［火］ 19：30 – 21：00
講師│ 鯨 エマ（演劇家／NPO法人シニア演劇ネットワーク理事長／

舞台ナビLAMP代表／だれでもアーティストわくわく代表）

鯨 エマ
シニア劇団かんじゅく座の作演出、全国シニア演劇大会の総合プロデュース、鑑賞
サポートの人材育成、奥多摩町を拠点とした演劇活動を行う。

長年音声ガイド作りに携わり、演劇家でもある鯨さん。講義の前
半、演劇作品の一部を用いて、音声ガイドを実演してくださいま
した。「私が大切にしたいと思ってることは作品の世界観を壊さ
ないこと。」舞台上で同時にさまざまなことが進行していく中で、
情報の取捨選択が音声ガイドづくりのポイントになっていきます。
　また、鯨さんは、関わる公演の情報提供、チケット購入、開演

前の作品事前解説、当日の受付体制や観劇環境へのアドバイ
スなど、音声ガイド以外の鑑賞サポートについても丁寧にお話
しくださいました。「こういう鑑賞サポートをやるんだっていうこ
とを、スタッフ全員の方に把握していただくことが非常に大事で
す。」鑑賞サポート全体を考えていく上でも、学びの多い講義で
した。

─作品を届けるための技術と情熱。奥深い、鑑賞サポートの世界

上 映 会

上 映 作 品
こころの通訳者たち

What a Wonderful World
2021年／日本／94分

音の行方
2022年／日本／107分 

へんしんっ！　
2020年／日本／94分 

知的障害がある人と即興
音楽の出会いが生み出
す新たな世界。音遊びの
会ドキュメンタリー
公式WEB 
https://www.whereabouts-

of-sound.com

電動車椅子を使って生活
する石田智哉監督が障
害者の表現活動の可能
性を探るドキュメンタリー
公式WEB https://henshin-

film.jp

演劇や映画を視聴覚障害
者に届けることに奮闘する
通訳者たちを追った日本
唯一のユニバーサルシア
ター「シネマ・チュプキ・タバ
タ」製作のドキュメンタリー
公式WEB 

https://cocorono-movie.com
©2020 Tomoya Ishida©映画『OTOASOBI』製作委員会©Chupki

第5回 舞台芸術における音声ガイドについて

映画作家、アーティストであり、一般社団法人 日本ろう芸術協会 
代表理事でもある牧原依里さんから、ろうや難聴の方達ととも
に、あるいはろうや難聴の方達に向けた企画をする上で、知って
おくべきことを中心にお話いただきました。
　そもそも、ろうや難聴の定義自体が人によっても、時代によっ
ても、認識が異なるものであること。日本手話は、日本語とは異

なる言語であり、異なる文化を持つこと。手話は使用が禁止さ
れた時代もあったこと。手話の歴史的な背景や言語的な特徴
についても踏まえた講義の中では、「聴覚障害といってもさまざ
まな人がいる。決めつけずに、互いを知ること」「尊重しあいなが
ら、ともに考えていくこと」が大切であることが強調されました。

─まずは、互いに尊重し、知り、共につくろうという姿勢から

第6回 障害当事者との企画を考えるということ

日程│2023年12月5日［火］ 19：30 – 21：00
講師│牧原 依里（映画作家／アーティスト／
 一般社団法人 日本ろう芸術協会 代表理事）

牧原 依里
1986年生まれ、ろう者。ろう者の「音楽」をテーマにしたアート・ドキュメンタリー映画
『LISTEN リッスン』（2016）を雫境（DAKEI）と共同監督、第20回文化庁メディア芸術
祭 アート部門 審査員推薦作品、第71回毎日映画コンクールドキュメンタリー映画
賞ノミネート等。

▼  

第１回オンライン講座
の様子。
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福島会場

日程│2024年2月3日［土］
会場│いわき芸術文化交流館アリオス 小劇場
 ※ 『こころの通訳者たち』終映後 アフタートーク実施

登壇│平塚 千穂子 （プロデューサー/CINEMA Chupki TABATA 代表）

 石井 健介 （ブラインドコミュニケーター）

黄木多美子
制作統括

星茉里
プロジェクトマネージャー

兵藤茉衣
企画協力

『こころの通訳者たち』終映後、プロデューサー／CINEMA Chupki 
TABATA 代表 平塚 千穂子さん、本作にも登場し、音声ガイド作りに
参加していたブラインドコミュニケーター 石井 健介さんをお招きして
アフタートークを実施。石井さんは、「手話という言語、背景にある文
化を理解し、リスペクトを忘れずに、どうすればいいかという対話を諦
めなかったことが、今大きな財産になっている。」と話します。
　鑑賞に訪れた演劇に取り組む高校生からは「音声ガイドを作るプ
ロセスを初めて知って興味を持った」という感想も。平塚さんは「字幕
や音声ガイドという存在が、いわゆる健常と呼ばれる人たちの映画鑑
賞体験を豊かにしている。」「今日のような文化的なイベントに行って
も、ほとんど障害のある人に出会わないけれど、一緒に鑑賞すること
が当たり前になっていくことで、街自体も変わっていく」と語りました。

東京会場

日程│2024年2月10日［土］
会場│東京芸術劇場 シアターイースト　
    ※『へんしんっ！』終映後 アフタートーク実施

登壇│石田 智哉 （映画監督）、砂連 尾理（振付家・ダンサー）

『へんしんっ！』終映後、石田智哉監督と映画にも登場する振付家・ダ
ンサーの砂連尾 理さんをお招きしてアフタートークを実施。映画の撮
影を通じて、石田監督自身が身体表現にチャレンジしたことで「自分
の身体を動かすことの面白さに触れた。身体の癖がふっと出てくるこ
とを面白がることができるようになった」と自身の変化についても話し
ます。
　障害のある人の身体を「違うコンテクストをもった身体」と表現する
砂連尾さんは、「社会的な意味で、相互理解するために用いられる、
視覚障害、聴覚障害、身体障害という分類が見えなくしてしまうことも
ある。石田さんが車椅子から降りて動くと、僕が普段できない動きが
出来る。そういう身体とどう関わるか。コンテクストを超えた先にあるク
リエーションが重要だなと思う」と話しました。

京都会場

日程│2024年2月17日［土］
会場│ロームシアター 京都 ノースホール　
    ※『音の行方』終映後 アフタートーク実施

登壇│野田 亮 （監督）、音遊びの会

上映後には、『音の行方』の野田 亮監督によるアフタートークと音遊
びの会のライブも実施。音遊びの会メンバーのパフォーマンスによっ
て、映画の上映会から、一気に、会場がライブの熱を帯び、客席も一
体となって盛り上がりました。終演後には、「障害のある人の表現活
動に、映像と合わせて、体感として触れられたことは大きかった」とい
う感想も。
　また、上映会３作品を通しでご覧になった文化芸術関係者は「さま
ざまな障害のある方の創作現場について、自分の活動との比較軸を
持って鑑賞することができた」「音声ガイドにオープンガイドとイヤホ
ンガイドがあることをはじめて知った。両方が体験できたことで、アク
セシビリティについての体感が深まった」とお話ししてくださる方もい
らっしゃいました。

暮らす地域の劇場で、
「表現と共生」を考えるということ

５地域の劇場との協働により実現した、３作品の上映とトーク会。
シニアから学生、子どもまで、障害のある人もない人もさまざまな層が、そ
れぞれの生活する地域の劇場で出会い、共に考える場が生まれました。

企画運営者座談会
「入門編」で、企画運営者として大切にしたことは？

文化庁からの委託事業「障害当事者の劇場・文化施設での芸術鑑賞及び体験を充実させる施設職員と
アーティストの育成プログラム」の一環として、実施された本事業。

事務局スタッフとして、企画運営に関わった3名が入門編講座を振り返りました。

─「正解のない問い」を問い続ける仲間をつくる─

─「そもそも」を問いかける、６回の「オンライン講座」シリーズ

黄木　オンライン講座では、各講師のみなさんが受講生に双方
向的なやりとりを組み込んでくださったのがよかったです。積極
的な方は、チャットなどを使って、感想や質問を投げてくださっ
て、やりとりが生まれ、熱量も感じられましたね。
星　今回、６回の講座を通じて「そもそも芸術文化の価値とは？」
「合理的配慮ってなに？」という根っこのお話から、具体的な創
作の現場の事例まで、企画を立てていく時に必要な、具体的な
視点を得られたのではないかと思います。
　一方で、約100名以上のお申し込みをいただいて、さまざまな
属性の方が参加されていたのですが、受講生同士の交流を促
すことまではうまくできなかったかもというのは反省。

─地域の劇場関係者と一緒につくりあげた、「上映会」の枠組み

黄木　私自身、舞台芸術の制作、プロデュースに関わってきまし
たが、この講座の対象者である「どうやってアクセシビリティの世
界に踏み出せばいいんだろう？って思っている劇場や文化芸術
の企画制作者」には私自身も含まれています。
　だからこそ、今回一緒に「上映会」をやってくださった劇場の
皆さんと「今後も連携していきましょう」とお話しできたことは本
当に良かったし、自分自身もこの事業運営を通じて、ある意味、
“インクルーシブな取り組みや考えなしには事業ができない身
体”になった感じがします。
星　地域の方、行政の方が集客などをお手伝いくださって。お客
さんとしても、当日券で地元のシニアが来てくださったり。演劇部
の高校生がやってきて「こういう世界があるのをはじめて知りま

した！」と興味を持ってくれていたことも、とても嬉しかったです。

─継続していくこと、仲間を増やしていくこと

兵藤　そもそも、障害のある人と共に何かやっていくといっても、
そのプロセスや想いは人それぞれ。いろんな立場、いろんな目線
の人がいること自体が大切であるとも感じますね。
星　これは「正解のない問い」。「こうやっておけば大丈夫」では
なくて、きちんと声に耳を傾け、課題を丁寧に考える仕組みを検
討しなければならないと思うので、まずは「様々な人の声を聞く
場をつくること」を今後も意識していきたいです。
兵藤　芸術事業に関わっていて、個人的に一番面白いのは「価
値観が変わる」っていうことなんですけど。その感覚って、障害の
ある人と話して「当たり前だと思っていたことがそうではなかっ
た！」と気づくことにも共通するなぁと私は思っています。いろん
な立場の人と、面白さを共有して、共に考える状況をつくりたい。
こういう事業を続けたいですよね。
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ビリティの取り組みついて非常に活発に話されていたので、深く
届いたのではないかと感じています。
　ただ集客は私たちも難しさを感じたところでした。当初は演
劇公演などの折込チラシでご案内をしていたのですが、後に
なって市内の映画館に案内を持って行ったら、「行きたいけれど
開催日はすでに予定が入っている」と言われてしまったんです。
演劇鑑賞者だけでなく、参加者層をもっと広く想定して、早く案
内すればよかったと反省しました。
小倉　私自身公立文化施設に勤めているからこそ、アクセシビリ
ティを学ぶことへの職場の理解やサポートも大切だと思ってい
ます。例えばですが講座参加が出張扱いになる、研修として業
務時間内に含まれるなどといった仕組みになると、より学びやす
くなり業界全体の変化にもつながるのではないでしょうか。
そしてロームシアター京都は企画実践編の企画発表会の会場
でもあったのですが、職員も積極的に参加して、受講生の方と
意見交換ができればよかったとは思います。

─文化芸術のアクセシビリティで今後取り組まれていきたいこと
はありますか？

萩原　今後もユニバーサルデザインに取り組む事業を継続して
いくにあたって、企画やアイデアは常に探しているので、今回のよ
うに提案をしていただけるならとてもありがたいです。
　あとは障害のある方や外国人の方、海外にルーツのある方な
どにも参加していただける演劇の創作事業にも取り組んでみた
いと思っています。これまで創作事業において、年齢以外で対

象者を限定することはありませんでしたが、障害のある方や外
国人の方が、「自分も対象になる」と思われていないように感じ
ています。多様な人たちと一緒に演劇を創作できる事業をやり
たいという思いはずっとあるので、なんとか形にしていきたいで
すね。
木澤　まだ具体的なビジョンは未定ですが、りゅーとぴあでは今
後も舞台芸術のアクセシビリティに関する事業を毎年行ってい
きたいと思っています。予算の確保が大きな課題の中、今回の
ような形で協力をさせてもらったり、他団体とともに開催すると
いった選択肢があるというのは、アクセシビリティに取り組むハー
ドルがだいぶ下がるので、とてもありがたいです。実践を通して
アクセシビリティを学び、地域の人にも知っていただき、少しずつ
取り組んでいくというのが現状できることなので、着実に継続し
ていきたいと思います。
小倉　最近気になっているのは、演劇公演では聞こえない人に
対して文字支援の対応をしてきた一方で、音楽やダンス公演の
場合にどうするのかということです。以前コンテンポラリーダンス
のような、説明が難しいパフォーマンスを音声言語で伝えている
のを見たことがあるんですけど、解釈の部分が大きくて作品と別
物になるのではないかと感じました。作品形態、障害特性、観劇
サポートの方法が、マッチする方法でなければあまりいい経験に
ならないこともあるのかと考えたりしています。
　他には、障害がある人に対してサポートを提供するだけでな
く、講師側に回っていただいたり、お互いに学び合えるようなプ
ログラム制作にも今後は取り組んでいきたいです。

木澤 美恵子
りゅーとぴあ 

新潟市芸術文化会館
事業企画部 演劇企画課 課長代理

小倉由佳子
ロームシアター京都
プログラムディレクター

萩原宏紀
いわき芸術文化交流館アリオス 

企画協働課 
企画制作グループ チーフ

地域みんなで取り組むアクセシビリティ。
公共・劇場にできること、やっていくべきこと

今回、上映会に協力してくださった３箇所の劇場のご担当者の方に、
ご自身の施設でのアクセシビリティの取り組みや課題、

そして、今回の上映会にご協力いただいたご感想やお考えになられたことをお聞きしました。

─文化芸術のアクセシビリティに対して、課題に感じていることは
ありますか？

萩原　いわきアリオスでは2021年に「ユニバーサルデザイン検討
推進委員会」というプロジェクトを立ち上げ、2022年度はパント
マイム公演を開催。コミュニケーションボードやポケトークなどを
準備しました。
　今年度は目が見えない人や日本語を母国語としない方でも
楽しめるように、お経に節がついたものを僧侶が唱える「声明」
の公演や、聴覚障害がある方に向けて、字幕タブレットや補聴
のサービスを提供する演劇公演を実施しています。
　ただ各種サービスを利用してもらう機会がまだ少なく、一方で
費用はかかってしまうという現状がありますね。その中で集客や
予算確保をどうするのか、今後ユニバーサルデザインをどう常
態化させていけるのかというところが課題です。
木澤　りゅーとぴあは音楽・舞台芸術の拠点として、コンサート
ホール、劇場、能楽堂を備えている複合施設で、事業が多種多
様という背景があります。その中で、舞台芸術のアクセシビリティ
に取り組みたい思いはあるのですが、まだ試行錯誤段階で、
りゅーとぴあ全体では、主体となった企画を定期開催する、とい
うところまではできていません。
　年に数回劇団さんが主体となって、ツアー内全ての公演を字
幕付きで行うケースがあるので、その際にご協力をしたり、今回の
ようにお声がけいただいた企画に参加をしたりという程度です。
小倉　ロームシアター京都でも事前に準備できるものに関して

は、できるだけポータブル字幕機や音声ガイドをつけるように努
めています。それでもなかなか全ての演目に対して行うことは難
しいのが実情です。
　あとは暗転の時のポータブル字幕機の光漏れについても内
部で話し合っています。障害のある方を優先する回を企画するこ
とも検討していますが、京都での公演はなかなかロングランとは
いかず2～3公演のことも多く、どう設定するのが良いか決めか
ねています。
　料金設定も常に持ち上がる課題ですね。現在は車椅子利用
者専用の鑑賞スペースがあることに対して、他の座席を選べない
ため車椅子利用者の割引を適用。その他は、介助者は無料と
設定していますが、他にも割引を設けるかどうかを検討中です。

─本事業の上映会に協力していただいていかがでしたか？

萩原　いわき市内ではおそらく劇場で映画を見ること自体が日
常化していなくて、今回に限らず上映会の集客は厳しい傾向に
あります。それでも、今回アフタートークがあった『こころの通訳者
たち』の回は一番お客さんが入っていましたし、偶然にも映画関
係者といわきの繋がりがあったことで盛り上がっていました。今
後もゲストが来る場合は、例えば事前にワークショップや交流会
など顔合わせをして地域との関係性を築いておくなど、工夫を
重ねることが重要だと思います。
木澤　参加者の様子を見ると、本当に皆さん興味を持ってご覧
いただいていたようで、上映会終了後は映画の感想やアクセシ
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視察研修と企画立案
オンライン講座、全国各地の福祉施設への視察研修を通じて、障害当事者
の生活状況や、施設の方々のケアのポイント、芸術とケアの接点や効果、 
アートと福祉を通じた地域社会のあり方について学びます。 実際に自分たち
の活動領域で実践できる企画（ワークショップや創作活動、鑑賞プログラム等）を立
案、専門家の助言をもらいながら、実施できるまで考え発表します。

　企画実践編
● 視察研修（全4回） 

● 企画検討会（全4回） 

● 上映会ディスカッション 

● 企画発表会 
　（ロームシアター京都 ノースホール）

8月に受講生募集を行い、集まった受講生は、2023年9月より2024年2月末まで、
以下のような流れで「入門編」「企画実践編」両方、約半年間のプログラムを受講しました。

企画実践編（企画実践編受講生のみ） 入門編講座（公開講座）

基礎講座として
受講。毎講座後、
企画実践編受講生
と講師での
ラップアップを実施

自分が参加した
上映会についての
感想シェアを行う

視察研修（9月～12月）

５地域のうち
１地域以上の
上映会に参加

2月末 企画発表会

全国４箇所の福祉施設を視察。事例のレクチャーを受け、施設を見学し、スタッフの
方々や利用者の方 と々コミュニケーションし、現場での実践を学ぶ。

受講生内で4人1組を目安としたグループ分けを行い企画を立案。
監修者やメンターからのフィードバックを得ながら企画をまとめる。

9月28日（木） 「現場の声を聞く」
@川口太陽の家 工房集（埼玉県）

10月17日（火） 「実践するPLAYの時間」
@たんぽぽの家 アートセンターHANA （奈良県）

11月21日（火）「なんでそんなんプロジェクトからぬかが目指すカタチ」
@ぬかつくるとこ（岡山県）

12月12日（火）「まちの中の施設」
@リベルテ（長野県）

各講座、視察研修のふりかえり/アンケートなど

1

2

3

4

取り組む課題テーマの発表

企画コンセプトの言語化

チームごとの「企画概要」発表

発表会でのプレゼン方法についての検討

上映会についての感想シェア会

第１回

第２回

第３回

第４回

A-Dチームに分か
れて企画を議論
しながら発表の
準備を進める

オンライン講座
（9月～12月）

上映会
（2024年1月～2月）

企画検討会（11月～2月）

企画実践編

プログラムの流れ



才能豊かな仲間たちからの作品プレゼンテーション

「どんなに重い障がいがあっても『働くことは権利』である」

スタッフの方のご案内で、各工房をまわり、表現活動を見学さ
せていただく。研修メンバーがお邪魔すると、ご自身の作品を
紹介してくださり、受講生みんなに名刺をくださったり、作品
集を見せてくださる方も。地域の企業からお仕事をもらって
デザインをされている方、海外の有名美術館に作品が所蔵
されている方、見たことのないようなユニークな作品を何年も
かけて制作されている方。それぞれの方にとってアートとの関
わり、作品をつくることがどうして必要なのか、どうしてそのよう
な制作スタイルが生まれたのか、というお話も興味深いこと
ばかりです。「作品をつくるということは、仲間にとって、心や身
体の状態やペースをあらわしています」とスタッフさん。
　「どうやってその人の表現を見つけるんですか？」という質
問に対して、「すぐにその人の表現が見つかる場合もあれば
何年かかかる場合もある。観察して、この人にこれをやっても
らったらどうだろう？あ、違った。これはどうかな？と試行錯誤
していくことが多いですね」と答えてくださり増した。「もともと
私たちは、美術の可能性から活動を始めてきましたが、動く
方の表現も何らかの可能性があるのではないかと考えるよう
になりました。ダンスのワークショップを2017年くらいから始め

ています。」とのこと。
　川口太陽の家・工房集では、メンバーを”共に同じ時代を
生きている同志である”という思いを込めて「仲間」と呼びあ
うそう。建築家、アーティスト、キュレーターなどさまざまな外
部のコラボレーターとも共同しながら場づくりをさらに広げ
ています。

川口太陽の家・工房集を運営する社会福祉法人、みぬま福祉会が設
立当初より大切にしてきた言葉だそうです。
　埼玉県川口市にある川口太陽の家・工房集は、重度の障害のある方
たちが自分らしく働く場づくりに力を入れている福祉施設で、表現活動
を行う拠点は２箇所。川口太陽の家（じゅうに班・サンだいち班・あおぞら班・き
らっと班）と川口太陽の家・工房集（めーべ班）に分かれています。設立当初
は主に掃除に使うウエス（雑巾）づくりや缶プレスなどの軽作業を中心と
していましたが、ある女性がその仕事を拒否するという出来事が。当時
スタッフだった、現・工房集代表の宮本さんは、「この人はどんなことなら
やりたいと思うのだろう？」とその女性を観察し、絵を描いている姿を見
て、「お祭りのポスターに絵を描いてくれない？」とお願いしたところ、喜
んで描いてくれました。それ以来、その女性にイラストをお願いするように
なった、というのが表現活動の原点になったそうです。現在では、絵画、
織り、ステンドグラス、身体表現などの表現活動の幅を広げ、現在57名
程の方が通われており、その活動のあり方も多様です。

　タイムテーブル

川口太陽の家・工房集を運営する社会福祉法人
工房集は福祉施設であり、社会福祉法人みぬま福祉会を利用するメンバーの表現プロジェクトを社会につなげるための活動拠点と
して2002年に開設しました。アトリエ、ギャラリー、ショップ、カフェを備えた施設では、メンバーとともにゆるやかに変化する、そんな場
づくりを福祉関係者だけでなく建築家、アーティスト、キュレーター等と共に築いています。現在は、法人全体で12のアトリエを中心に
150名程が仕事としてさまざまな表現を生み出し、国内外での展覧会への出展や、企業との協働など、活動が多岐に渡っています。
所在地│埼玉県川口市木曽呂1445　URL│https://kobo-syu.com/

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

集合（東浦和駅）
川口太陽の家 見学
工房集 見学

終了

埼玉県 川口太陽の家・工房集
─同じ時代を生きている「仲間」とともにひらく、表現活動の可能性

視察研修①

交流・質疑応答
施設からの取り組みのご紹介
感想シェア

　受講生の声

● 「利用者の個性から生まれる何らかのもの」が作品
になり、展示して、海外にでて、実績を作っていくと
いうことをやっている。これは障害のある人たちの
エンパワーメントとして有効だと思った

● そもそもの出発が美術や建築などのアートの分野
からきているというのもあり、空間や関係をどう設
計するかということをさまざまな視点から考えてらっ
しゃるというのが印象に残った
● 教えたり、技術を身に付けさせることより、プロセス
を大事にしていて、そのさきに発信があるという考
え方が素敵

● アーティストや芸大・美大出身者が働いていたり、
福祉以外の分野から人が入っているのが良いと
思った

14 15視察研修



豊かな社会とは、ちがいを認め合う文化をつくり、
ひとり一人が自分の可能性を発揮して、よりよい生き方ができること。

障害のある人の演劇活動。HANA PLAYの見学

さまざまなプログラムのうち、演劇プログラム HANA PLAYを
見学させていただきました。演劇メンバーは、自分で動ける人
も、動けない人も含めた車椅子ユーザー、知的障害のあるメ
ンバーと、それぞれのメンバーの日常や必要なケア、得意な表
現を知っているスタッフが、ケアもしながら、共にパフォーマン
スをつくり、演じます。
　また、上演される題材は、メンバーの日常の中から紡ぎ出さ
れるそれぞれの物語を基盤につくっていくのも特徴的。脚本
があって、台詞を覚えて演じるということが、なかなか身体に
馴染みにくいメンバーでも、自分の物語であればスッと入って
いける、ということに気づき、演出や脚本を担当する佐藤さん
とメンバー、スタッフで独自に編み上げていった創作のプロセ
スです。
　若い頃からもう何十年も一緒にいて、舞台にも共に立って
きたメンバー同士。「普段演劇をやっていてどうですか？」とい
う質問に、メンバーそれぞれ「この人はアドリブが多い」「他の
人の表現を真似している」「今度はクリスマスに別のところで
上演したい」など、それぞれの思いや普段の様子を語ってくだ
さいました。

障害のある人の芸術活動の拠点アートセンターHANA、生活支援セン
ター、福祉ホーム、カフェ、ギャラリーなどを運営し、地域にひらかれた拠
点として、奈良県内で複数の拠点を運営しているたんぽぽの家。養護学
校に通っていた子ども達が卒業後に活動できる場所を作ろうと、保護者
たちが立ち上げた団体からはじまり、今年で50年周年を迎えます。
　たんぽぽの家アートセンターHANAは、アートを通じて障害のあるメ
ンバーの活動や仕事をつくり、感性の交感のできるような地域にひらか
れた場づくりを目指して、絵画やテキスタイル、陶芸などさまざまな活動
を行ってきました。入り口を入ると、すぐにオープンなギャラリースペース。
１階には、それぞれのプログラムが実施されるスタジオやメンバーの作
品がぎっしり積まれた収蔵倉庫。スタッフさんは、メンバーそれぞれがや
りたいことを聞き取り、「自分でやれることは自分でやる」ことを大切にし
ながら、一人一人違ったプログラムで活動できるようサポートしていま
す。外部講師を招いての学びの活動、ネイルなどの楽しみの活動、ダン
スや演劇、語り、音楽のプログラムまで、幅広い活動があります。

たんぽぽの家 アートセンターHANA

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

集合（HANA）
演劇プログラム 「HANA PLAY」の見学、
稽古の様子見学

見学
演劇プログラム 「HANA PLAY」の見学、
稽古の様子見学

昼食

質疑応答
前半はたんぽぽの家 のメンバーを交えて

奈良県 たんぽぽの家／アートセンターHANA
─すべての人がアートを通じて、自分を表現し、自分を知る

● アーティスト集団として、とてもクリエイティブで、大
きなアートセンターである、という印象を受けた
● 美大や芸大出身者が多いというスタッフさんたちが
いらっしゃるからなのか見せ方が素敵。デザインセ
ンス、デザインによって障害のある人の表現活動を
サポートするという技術をとても感じた

● HANA PLAYの稽古を見学して、台本を持たずに、
本人の体験をもとにした言葉を、自分の言葉で、自
分の経験として演技していく創作プロセスに興味を
持った

● HANA PLAYの稽古を見学して、ここまで自然に成
立するんだと驚いた。私はこれまで「重度の障害の
ある人には演劇ができる」と想像していなかったの
だなと気づいた

 2004年、日本で初の障害のある人のアートセンターとしてオープン。すべての人がアートを通じて自由に自分を表現したり、互いの
感性を交感することができるコミュニティ・アートセンター。障害のある人たちが個性をいかしながらビジュアルアーツやパフォーミング
アーツに取り組むスタジオ、今を生きる人たちの表現を紹介するギャラリー、コミュニケーションの場としてのカフェ＆ショップ、アートの
可能性について探求するインフォメーションセンターやミーティングルームがある。
所在地│奈良県奈良市六条西 3-25-4　URL│http://tanpoponoye.org/

終了

　タイムテーブル 　受講生の声

視察研修②
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あらゆることを遊び尽くす！

活動についてのレクチャーと、３チームに分かれて生活介護
事業所「ぬかつくるとこ」、子ども向け施設「アトリエぬかごっ
こ」の見学をさせていただきました。
　マイペースにものづくりができる、6～18才（小学生～高校生）
を対象としたアトリエ「アトリエぬかごっこ」では、施設の中に
は、子どもたちが、いかにその空間を遊んでいるかがわかる
ような様々な痕跡をみることができました。ものに名前をつけ
て遊んだり、コードを蛇の抜け柄に見立てたり、工作された
沢山の銃があったり。
　「ぬかつくるとこ」に伺うと、ぬかびとさんたちからの全力
のもてなし！「誰かに名前をつけることを生業にしている人」、
「オセロが強い人」、「重たくないものを重そうに持ち上げる、
ウェイトリフティングを仕事にしている人」。施設に入った瞬
間に、アイドルソングが高らかに鳴り響き、ウェイトリフティング
大会が始まり、受講生のひとりは「どうする家康」というあだ
名をもらったり。施設見学のあとは、地元の美味しいお菓子
をいただきながら座談会。ぬかびとさんたち、スタッフさんの
楽しそうな様子と楽しむ姿勢に、圧倒されながら、たくさんの
元気と笑いをいただきました。

「ぬかびとさん」と「まぜびとさん」。関わる全ての人が楽しい場づくり

─あっと驚くようなひらめきも、くだらないと思えるような思いつきも
ちょっとずつやってみる。例えば、お風呂の中や、自転車をこいでいると
きなどのふとした瞬間。 自分のなかで思い立って「ニヤッ」としてしまうこ
と。そんなアイデアを形にできたら楽しいだろうなと常々思っています。そ
してそれは …「いまだ !」と思うのです。（HPより）

築100年以上の蔵を改装してつくられたという風情ある場所。18歳から
65歳まで、20名くらいの方が通う生活介護事業所「ぬか つくるとこ」。ユ
ニークな事業所名は、発酵食品の「ぬか」から来ているそうです。
　スタッフや通っている人たちを「ぬかびと」さん、糠床を混ぜてくれる外
部の人を「まぜびと」さんと呼び、関わるみんなが共に楽しむ場をつくる。
それを目当てに人がやってくるようなおいしいランチの提供。得意なこ
とでも不得意なことでも、周囲からみてその人にしかできないことを「仕
事」と定義して、とにかくアイデアを形にしてみる。そんな風に「ぬか」をど
んどん豊かにしていくような、ゆるやかで柔軟な補助線のようなものは、
関わる人をドキドキさせてくれます。

ぬかつくるとこ

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

集合（JR 宇野線 早島駅前）

昼食・休憩
ぬかつくるとこの昼食を提供している
シェフによるランチ

レクチャー
地域のコミュニティーハウス にて
「ぬか・なんでそんなん」の説明

施設見学
「ぬかつくるとこ」「アトリエぬかごっこ」

3チームに分かれて移動し、
上記2つの事業所を見学・体験

ディスカッション & 振返り
ぬかつくるとこ（丹正さん・中野さん）、
山川陸さんも交えたディスカッション & 振返り

岡山県 生活介護事業所「ぬか つくるとこ」
─コントロールしきれないものが糠床をつくり、面白いものを生み出す

 様 な々ひとが行き交い、生活のなかでおこるささいなデキゴトに目を向け、それに一喜一憂し、ゆっくりと自分や他者をみつめ、成功も
失敗もできる場所。「ぬか」は岡山県早島町にある福祉事業所です。正面から捉えるとひるんでしまうことも、ちょっと角度を変えてみ
れば、だれも気付けなかった価値が生まれたりする。そういった価値や個々の魅力が【 ぬか漬 】のように時間をかけてゆっくりと発酵
し、社会へと広がって行くことを願って【 ぬか 】という名前に思いをのせています。   
所在地│岡山県都窪郡早島町早島1465-1　URL│http://nuca.jp 終了

● アートをやろうという感じがないのが。障害と名指さ
ずに、人の個性を面白がるというスタンス、その人
の個性に応じて社会参加を促す姿勢が、単純にと
ても楽しそうであり、生きていくことを肯定している
感じがして、印象的だった

● 蔵という、段差などのバリアがありそうな場所で運
営していることに驚いた。バリアがあっても、人海戦
術で移動する、コミュニケーションを大事にされて
いるという印象を受けた。「バリアがあるからこそコ
ミュニケーションが取れる」
● スタッフさん、外からの人。さまざまな人を大事にさ
れていることがいろんなところにつながっている印
象。巻き込まれる人が楽しめる

●  職員さんももぬかびとさんも、楽しいことをするセン
ス、デザインセンス、身近なものを生かしたり、見方
を変えるセンスに溢れていて素敵だった

● はちゃめちゃでパワーに圧倒された。「なんでそんな
ん」という精神、ケアする側される側という分け方で
はなく、実際に関わる中で、「この人はなんでこんなこ
とするの？」というのをみんなで面白がっていくとい
うのが素敵だなと思った。

　タイムテーブル 　受講生の声

視察研修③
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「時間の余白」観察することで見えた、リベルテとまちの関わり

リベルテ

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

集合（上田駅 お城口 広場）

各アトリエへプチ街歩き

自由時間
アトリエに滞在してリベルテの雰囲気を
楽しむのも、まちに出てまち歩きするのもOK
街歩き用の地図を共有

リベルテについて
理念や取り組みの紹介、展示鑑賞

アトリエにて昼食

1日を経て質疑応答など

長野県 NPO法人リベルテ
─まちと福祉の関係を問う、点在する福祉とアートの拠点

リベルテは2013年4月に設立したNPO法人。障害のある人たちとともに、日々の何気ない「自由」や「権利」を尊重していける社会や
人、関係づくりを行うことを目指している。障害のある人を対象に上田市街に4拠点、アート活動を行う拠点を展開。その1つ「roji」の
庭はメンバーとガーデナーがアーティストやご近所さん、学生と庭づくりのワークショップを通じて「公園」になっている。その公園づくり
から始まった福祉施設と地域の境界線を曖昧にするアートプロジェクト「路地の開き」を展開中。
所在地│長野県上田市中央西1丁目9-5　URL│http://npo-liberte.org

街にあまりにも馴染んでいる。上田市に点在する、文化と福祉の拠点

─街を歩くその先 で々眺める風景や、ふと手にとったペンで描く線や形、
または自分の何気なく選んだ今日の服装も、大切な個性や自己決定であり
自由です。私たちリベルテは障害のある方たちと、そんな「何気ない自由」や
「権利」を尊重していける社会や人、関係づくりを行っていきます。（HPより）

リベルテさんは、「障害のある人の営みやケアを表現活動としてオープン
にひらき、ひとつの文化を目指す」という理念の下、地域内外のつくり手や
地域の人たちとの共同でさまざまなプロジェクトを展開されています。
　上田市の街の中に複数かまえるリベルテさん。就労支援、自立訓練、
生活介護を行う拠点「スタジオライト」は、大きく分けて3拠点あり、閑
静な住宅街の路地にあるアトリエ「roji」、城下町の街並みの一角にある
「柳町」、住宅の中にあまりに馴染んでたたずむ「丸堀」。トンカツ屋さん
を改装した「1の人100の言葉1000の時間」という拠点も新たに加わり、
それぞれが、それぞれに、ユニークな活動を行なわれています。一見する
と、福祉施設に見えない拠点も。あまりに、佇まいや在り方が街に馴染
んでいる。そんな印象がありました。

終了

● 個人が集まって集合になった感じの素晴らしさがあ
ると思った。集まってきた人同士が関係を持ったこ
とで生まれた空気が良かった
● まちの中の一つの拠点。つながってる感じがした。
● 街歩きを体感できたのはすごくよかった。
● お菓子作り教室をやっていたところに出くわして、地
域のこどもたちが集まっている様子を見たり、リベル
テを訪ねてきた地域の人に話しかけられたりして、
なんだか、人が集う、「公民館」のようだなと思った。

　タイムテーブル 　受講生の声

施設の成り立ちや事例についてスタッフの方からお話を伺っ
た後は、チームに分かれて街歩きです。今回の視察、参加者
には事前に「まちとの関係性について考えるまちあるきの時
間がありますので、歩きやすい格好でお越しください。」という
連絡がありました。消防団の「まとい」のようなステッキをもっ
て先導してくれたのは、リベルテの仲間たち（メンバー）です。街
歩きは、リベルテに通う人が考案したという、３つのコースが
設定されていました。

・ 上田の町中のグルメを辿ることができる「いつかのいきつけ
ルート」、
・ 上田の駅からリベルテまでの間でトイレを貸してくれるお店
が網羅されている「下的セーフティーネットルート」
・ メンバーおすすめの、お散歩ルートから考案された「つるか
めおじさんおさんぽルート」。
※こちらのコースは、「路地の開き」の一貫として“リベルテと
世界を結ぶ街歩き”のプロジェクトで考案されたものです。

今回は、「チームにとって思い出深い場所となったコース内の
スポットで記念撮影をしてくること」というミッションも与えられ
ました。街を歩いていると地域の方がお店から出てきて声を
かけてくださってお話が弾むことも。地図を片手に「時間の余
白」を味わいながら、まちや人を観察し、まちと福祉施設の関
係性について体感することができた視察でした。

視察研修④
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企画検討会

劇場関係者、舞台制作、アーティスト、
元福祉従事者、美術関係者、大学生…
背景の異なるメンバーで考えるのは「劇場の課題」
入門編の講座、上映会、そして視察研修と並行して11月よりスタートした企画実践編の検討会。
3名から5名のさまざまなバックグラウンドを持つ受講生同士で４つのチームが結成され、
オンライン会議を中心としたコミュニケーションを通じて、チーム課題を進めてゆきました。

受講メンバープロフィール

阿部 藍子
（コーディネーター／俳優）

パフォーマンスユニットPANCETTAの企画制作を担
当。日常に舞台が入り込む企画をいろんなオモシロイ
人とやる。これからを生きるムスメがハッピーになるこ
とをやっていきたい。

井手 優介
ワークショップやイベント、映像、展示の制作などを行う。
ポートフォリオ│https://yusukeide.tumblr.com/

今野 はるか
（（公財）可児市文化芸術振興財団事業制作課職員）

前職の（公財）堺市文化振興財団にて、学校やこども食
堂等でのWS企画制作を担当し、「社会課題解決のた
めの文化芸術」の魅力にはまる。2023年春より現職。

髙石 萌生
（九州大学大学院芸術工学府博士後期課程）

社会包摂とアートの関わりに関心を抱き、模索を開
始。現在は障害のある人の表現活動を中心に研究に
取り組む。

ふじわらあかり
（ティーチングアーティスト）

演劇やダンスを通した教育プログラムや障がいを持
つ方 と々の芸術活動にて指導、ファシリテーターをして
います。風のようにどこへでも飛んでいく旅人気質。

児島 美穂
（一般財団法人地域創造 職員／モモンガ・コンプレックス制作）

1990年東京都出身。都内の公共ホールに勤務後、
2019年～現職。すべてにおいてダンスにひたりなが
ら、文化芸術はライフラインのひとつと信じて活動中。

ZR
1998年生まれ。2019年に東京大学教養学部在学中
に演劇カンパニー「人間の条件」を立ち上げ。以降ほ
ぼすべての作品の作・構成・演出に携わる。

藤 友里江
社協・自治体・公立劇場で、福祉や地域づくり・舞台芸
術に関する事業企画の担当やコーディネーターを経
て、熊本・福岡で福祉とアート、地域とアートを繋ぐ活
動を行う。

吉備 久美子
（教育普及担当学芸員）

学校連携や社会包摂などの各種事業を通じて、「多く
の市民により多様性が尊重され、芸術文化を通じた
社会参加がなされる美術館」形成に取り組んでいる。

野口 竜平
（芸術探検家）

「遭遇の方法」について考えながら、制作をつづける。

浜田 誠太郎
（俳優／演劇研究）

1996年生。主に俳優。研究の関心は20世紀ロシアの演
劇論の思想史的背景とその実践の記述。早稲田小劇場
どらま館の制作部にてワークショップなどの企画・運営。

山岡 まゆみ
（MITATEYA合同会社代表／ダンスカンパニーCAT-A-TAC（キャッ

トアタック）プロデューサー）

小劇場から商業演劇まで制作として幅広く活動。加え
て発達障がいや知的障がい者を中心に、障がいと舞
台芸術やアートを結ぶ事業、きょうだい児支援やイン
クルーシブ教育など、共生社会を目指して奮闘中。

米満 香菜
（建築設計事務所 事務職）

会社員として働きながら、自身の原体験から、認知症啓
発のイベントに携わっています。福祉×文化芸術の可
能性を感じて、本講座に参加。

神田 圭美
コンテンポラリー／ダイバーシティ分野の舞台芸術、
展覧会、フェスティバルなどの制作を事務局やフリーラ
ンスとして活動。国内外の芸術祭と戦跡・紛争地訪問
がライフワーク。

滝田 織江
クラシック音楽事務所勤務。アーティストマネジメント
のほか、音楽祭の制作を担当。

千田 ひなた
岩手県生まれ。日本大学芸術学部演劇学科に在学
中。大学でアートマネジメントを学びながら、舞台芸術
の企画・運営に携わる。演劇をする団体「コーポ 指」
の制作も担当している。

港 岳彦 
映画やドラマの脚本を書く。障害当事者による舞台芸
術の実現を目指して修行中！

吉田 真弓
（きーなじっけんしつ、奈良カフェ アナログゲーム部 主宰）

玩具店を運営するかたわら、アートプロジェクトのコー
ディネーターや、パフォーミング・アーツの企画をしている。
マルジナリア-やすらぎの道文化祭プロジェクト（2021）
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テーマは、“劇場に来ることへのバリアを感じている人が
劇場に来たくなる企画”

「そもそも劇場にバリアを感じているのは、
障害のある人だけではない」企画軸をいかに設定する？

今回の課題は、「劇場に来ることへのバリアを感じている人が
劇場に来たくなる企画」を考えること。演劇やダンス、音楽な
ど舞台芸術の公演の企画、ワークショップやフェスティバルな
ど、自由な発想でテーマに合う催しを考えてチームごとにプレ
ゼンテーションを行います。必須条件は、今回の最終成果発
表会の舞台であるロームシアターノースホールを使った、舞台
芸術に関わる取り組みであること。そして、その創作や鑑賞に
障害当事者が関わることを前提としていることです。
　オンラインではじめて対面する参加者同士も多く、時間も
限られる中、全員が集まる場として設定されているZoomの
フィードバック会は、全５回。初回の「お題の発表」からはじま
り、「コンセプト」「企画概要」「プレゼン方法」をチームごとに
発表して、監修者やメンターから意見を貰う場に加えて、上
映会の感想をシェアし、互いに言語化する会が設定されま
した。

進行は各チームに委ねられており、コンセプトや対象の設定
など、着眼点もチームによって様々です。監修者やメンターの
アドバイスも受け、「そもそも“劇場へのバリア”を感じているの
は、障害当事者だけではない。多くの人にとって舞台芸術鑑
賞や劇場はそもそも身近になっていないのではないか？」「障
害のある人もさまざま。対象どのように設定すべきか？」「ロー
ムシアターノースホールという劇場でやることを想定した催
し。地域性、空間そのもの、劇場の特性を生かした企画とは
どのようなものか？」といった重要なポイントを組み込みなが
ら詳細を詰めてゆきます。
　各チームが手がかりにしたのは、チームメンバーそれぞれ
の体験や経験。それぞれの障害当事者との関わり、職場での
出来事、仕事の経験などのシェアから企画の種を見つけてゆ
きました。北海道から福岡まで、様々な地域、様々な職能など
のバックグラウンドを持つ人たちが集まったからこその視点、
発想が企画に組み込まれてゆきました。
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「実際に自分たちが関わっている人たちの中で、誰に来てほ
しいかを考えることから始めた」というAチーム。メンバーが以
前勤めていた生活介護事業所で出会った、実在の人物をモ
デルに失語症、軽度の知的障害がある「エコちゃん」という人
物像を設定し、企画内容を詰めた。「劇場に通う創作ワーク
ショップ」と「劇場と施設をつなぐフェスティバル」のふたつか
らなる企画を体験型展示の形式で発表。福祉施設から劇場
までの道のりに、象徴的な「赤い丸」をキャンパスとした、様々
な“いたずら”を仕掛けることによって、施設と劇場の動線をつ
くるアイデアがユニーク。

Aチーム 「日常 劇場 エコシステム」

Bチーム 「表現の学校～学校だけが学校じゃない～」

企画発表会

ロームシアターノースホールを舞台にした、
半年間の成果発表の場
2024年2月28日（水）、京都のロームシアターノースホールにて、約半年間の企画検討会を経て、
4チームの受講生による、各チームの企画プレゼンテーションが開催されました。

「障害のある人に限らず、ほとんどの人にとって劇場は馴染みの
ない場所なのではないか」という劇場の課題と「小学生までは
特別支援学級の友人とも学校で接するが、中学生になるとそう
いう機会自体が減ってしまう。」「多様な人と出会う場の少なさ
が、障害のある人と、ない人の分断に繋がっている」という仮説
から、障害のあるアーティストと障害のないアーティストがペアで
中学校を訪問するアウトリーチ授業を実施。それを経て、中学生
と共に劇場で実施する企画を考え、お祭りを実施するというアイ
デアを発表。実際にメンバーの中に文化芸術のアウトリーチ企
画経験者がいたこともあり、その経験をもとに、中学校の先生に
実際に企画提案をすることを想定した寸劇で表現した。

● 中学生に何を持ち帰ってもらいたいのか。障害のあるアーティストとない
アーティストをつなげた授業を提供するだけでは見えてこない。細やかな
テーマ設定が必要（森田）

● 中学生は難しい年頃。障害のある人と一緒に中学校でワークショップを
やったことがあるが、参加してもらうことにハードルがある（佐藤）

● 遊びやゲームの要素を入れた方がいい。また、この企画は劇場じゃなくて
学校でもできそう。劇場でやるという理由を入れた方がいい。（牧原）

メンバーの経験値を持ち寄り構成する。
個性豊かな最終成果発表会のプレゼンテーション

熱を帯びた対話の時間。
それぞれの現場で、挑戦はつづく

当日の発表は、自由形式。受講生は、朝から会場入りし、そ
れぞれのプレゼンテーションのための仕込みを行います。直
前に７時間ものオンラインMTGを行ったというチームや、自
主的に発表会の前日に京都に集合し、綿密なリハーサルを
行ったというチームも。プレゼンテーションの方法も、寸劇形
式、ワークショップ形式、展示形式など、チームの個性が出て
いました。
　この日は、これまで半年間共に企画検討に並走してくだ
さった監修者の長津結一郎さん（九州大学大学院芸術工学研究
院准教授）、文さん（NPO法人DANCE BOX 事務局長）、メンターの
山川 陸さん（アーティスト）も駆けつけ、最終成果を見守ります。
また、フィードバッカーとして4名の専門家の方々をお招きし
ご意見、ご感想、アドバイスをいただきました。

「そもそもこの企画実践編という一連の講座は、考えるための
機会であって、企画自体の良し悪しを問題として議論する場
ではない。対話の場にしたい」とメンターの山川さん。会場の
真ん中には、ぐるっと円座になって議論ができるように作られ
た、平台と座布団のおしゃべりエリア、四隅にはAからDチー
ムのブースが設計されました。
　最後に、「このチームは、これで解散？つづくもよし、終わるも
よし。でもそれぞれの現場で考え続けて欲しい」と、監修者の
長津さんが投げかけます。「今回の企画を自分が働いている
劇場で実践したい」「何かあった時に、一緒にやりたい、声を
かけたい人ができてうれしい」受講生それぞれの想いと共に、
５時間にも及んだ企画発表会が幕を閉じました。

企画タイトル│

「日常 劇場 エコシステム」
メンバー│

阿部藍子／井手優介／今野はるか／髙石萌生／藤原明莉
対象│

障害のある人、福祉施設職員、劇場職員

企画タイトル│

「表現の学校～学校だけが学校じゃない～」
メンバー│

大下真美／児島美穂／藤友里江／ZR
対象│

中学生、劇場

● 赤丸にいたずらを施す、ということがちょっとわかりづらかった。どうして赤
丸なのか？赤丸は象徴なのか、作品なのか？（佐藤/光島）

● “いたずら”という言葉よりは、遊びや仕掛けの方がいい。劇場と施設をつな
ぐ、人を繋ぐというのはいい仕掛け。赤丸だけではなく、様々な色、形のキャ
ンバスを配置することで、多様なイメージを作れるのではないか（牧原）

● 街の中に出ていくのであれば、地域の人たちにわかりやすく、協力してもら
いやすいフォーマットがあると良い。例えば、床屋さんのぐるぐるに装飾させ
てもらうとか。すでに街にある物との関わり（佐藤）

　評価

　評価
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劇場に来ることのバリアについて考えるにあたり「慣れ」の問
題にフォーカスしたというCチーム。劇場に行く側の慣れに加え、
「医療的ケア児とその保護者の方が劇場に来たときにどのよう
な対応が必要なのか」「そもそも、どうやって移動して劇場に来る
のか」ということを劇場側は知らず、慣れていない、という両方の
側面にフォーカス。誰でも参加できる“影絵のワークショップ”を
媒介に、特別支援学校など医療的ケア児の生活の場に出向い
たワークショップ、送迎バスで劇場に行ってみる体験ツアーを経
て、最後には劇場で公演をするというプログラムを提案。発表時
は、実際に劇場を生かした影絵のパフォーマンスを実施し、場を
沸かせた。

Cチーム 「Dream Night at the Theater：医療的ケア児とその家族に劇場に来てもらう第一歩を」

Dチーム 「immersive theater 『白雪姫と7人の恋びと』～森の盆踊りは恋ダンス！～」

企画の前段階として、多くのいわゆるダイバーシティ系のイベン
トが「障害当事者だけが出るもの、参加するもの」になっている
ことや、健常者が障害当事者の生き方を感動ポルノ的に消費す
ることへの疑問があがったというDチーム。誰にとっても敷居の
低いスタイルをベースに、さまざまな障害のある人や違う言語・
文化をもつ人々を含む空間で、共同作業による課題解決や議
論ができることを企画の軸に定め、観客が自ら行動し、物語の
一部として作品に参加する「イマーシブシアター」と、観客同士の
コミュニケーションや共同作業で課題を解決していく「脱出ゲー
ム」の要素を組み込んだ企画を寸劇形式で発表した。

フィードバック 障害とアート、共生と文化芸術の企画を各分野で実践方される方にフィードバッカーとして
企画発表会にお越しいただき、アドバイスやご意見をいただきました。

皆さんの発表はいくつも視点があり、考えさせ
られる事がたくさんありました。障害のある人
とない人が出会う場、劇場に来る動機をいか
に作るか、みなさんが研修で得た経験を企画
にふんだんに盛り込み、プレゼンも芝居形式
だったり、体験型だったりしていて大変興味深
く拝見しました。それぞれに課題があり、一気
に考えるとこんがらがった糸のように複雑に
見えてしまいます。でも一方で、この企画プレ

ゼンをいろいろな障がいのある団体に見ても
らうことも面白いと思いました。フィードバック
でも話されてましたが、当事者と実践をするこ
とでわかる事も多いのだと思います。絡まって
見える糸も実は簡単に解けるかもしれない。こ
うした企画の始まりに当事者がいないことも
まだまだ多い。何ができるかわからないところ
から障がいのある人ない人が関わる場づくり
を私も実践していきたいと思いました。

佐藤拓道
（たんぽぽの家アートセンターHANA副施設長／俳優）

障がいのある人との演劇創作や施設外で
のワークショップも展開している。

企画タイトル│

「Dream Night at the Theater：
医療的ケア児とその家族に劇場に来てもらう第一歩を」
メンバー│

吉備久美子／野口竜平／浜田誠太郎／山岡まゆみ／米満香菜
対象│

医療的ケア児とその家族・介護者

企画タイトル│

immersive theater『白雪姫と7人の恋びと』
～森の盆踊りは恋ダンス！～
メンバー│

神田圭美／滝田織江／千田ひなた／港 岳彦／吉田真弓
対象│

すべての人

● 視覚に障害のある人も観客に含めるならば、影絵がどのように見せられて
いるかということを伝えることも体験として含められるといい。視覚に障害
のある人には、影絵を写すオブジェクトを触って認識する時間を設けるな
ど。このチームは、点字の資料をつけてくれたのが素晴らしかった。（光島）

● 丁寧に企画が立てられていると思った。プロの影絵師にきてもらって、感動し
た経験をもってから、それを自分たちでもやってみる、というのも良いと思う。
（牧原）

　評価

● 資料を読んだだけでは企画内容がわからなかったが、寸劇の発表を見て
納得できた。この発表自体が一つの作品だったと思う。匂いを活用してい
たのが面白かった。（光島）

● 体験型の演劇がすごく新鮮だなと思った。障害のある人、ないひとと協力す
るという試みは良い。障害のある人と共同するとき、思っていたより時間が
かかったり予想外のことがある。それ自体を知れるのが良いと思う。（佐藤）

● 助け合いが本当にできるのか。ろう者が参加者したら、どうやってコミュニ
ケーションするのか、介助者がいるのか、演技する側に当事者がいるの
か。（牧原）

● 同じようなプログラムを企画したことがあり、その難しさに共感する。最終的
に何を受け取ってもらいたいのかを明確にした方がいい。当事者にどう介
入してもらうか？すごく勇気のいるプログラムだけど、やりがいのあるプログ
ラムになるのでは？（森田）

　評価

光島貴之
（美術家）1954年京都府生まれ、在住。10歳
頃に失明。他作家とコラボレーションした
「触覚連画」の制作や、「触覚コラージュ」
といった新たな表現手法を探求している。

皆さんそれぞれ工夫されていた。点字資料を
用意してくれたチームもあったのは良かった
し、資料で内容を読んでもよく分からなかっ
た各チームの企画が、実際に発表会に来て、
コンテンツを体験すると腹落ちした部分も
あった。自分の体験として、以前、劇場の中
を歩くツアーに参加し、舞台の上や舞台の裏

側、楽屋を回って歩いたことがあった。見えな
い自分にとっては、空っぽの劇場を「歩く」とい
うこと自体がとても面白い。様々なニーズがあ
る中で、いろんな障害のある人みんなをター
ゲットにするのは今の時点の企画では難しい
ので、２種類くらいの障害に絞って考えていく
のが現実的なのではないかと思った。

森田かずよ
（俳優、ダンサー/車椅子ユーザー）東京パラリン
ピック開会式をはじめ、様 な々公演に出演。
大阪大学人文学研究科博士課程在籍中。

活動分野や関心事も違う人たちが集まること
で、それぞれ全く違う切り口の企画が生み出
されていて、どれも興味深かったです。ただひ
とつ、私自身も考えさせられたのは、劇場空
間の特殊性でした。公共である、と言いつつ
も、縁遠く感じる人も多くいます。「劇場を身近
に感じてもらうため」と「劇場だから出来るこ
と」が交差する部分がまだまだありそうです。

会でも意見としてあがりましたが、企画自体を
「障害当事者」と共に考え、創りあげることは
最低限必要なことです。また、この「当事者」は
非常に幅が広く、そこが難しい点でもあり、面
白い点でもあります。より「生」な声を聞き、同じ
目線で世界を見ながら、これからもワクワクす
る場を共に創っていきましょう。

牧原依里
（映画作家/アーティスト）1986年生まれ、ろう
者。一般社団法人日本ろう芸術協会代
表。ろう者の「音楽」を問いた『LISTEN 
リッスン』（2016）を共同監督など。同作品
受賞多数。

グループごとの企画発表を拝見し、企画その
ものに対して関心を抱いて真摯に取り組む
「自分事化にする」フェーズに皆さんいるのが
分かり、グループそれぞれのプロセスがあった
のだろうなと伝わってきました。その次のフェー
ズは「その企画が〈当事者（参加者）のニーズ〉
〈劇場としてのニーズ〉をそれぞれ満たしてい
るか？」の検討だと感じました。障害者を対象と
する企画を行うにあたって必ず必要になる作業
だと私は思っています。そして「当事者（参加者）
のニーズ」はアンケートからでは収集に限界が

あり、そのコミュニティに飛び込まないと見えて
こなかったりします。私がいるろうコミュニティ
でも難聴、ろう、CODAとそれぞれ求めること
が異なってくること、「障害」は一括りにできる
ものではないからです。今後その客観力を身
につけていき、フィードバックを繰り返していく
ことで、それぞれにとって必要なニーズが詰め
込まれた企画が出来上がっていくのだろうと
思います。今回の経験を糧に、ぜひより質の良
い企画を作っていってください。改めてお疲
れ様でした。
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─企画実践編のグループワークはいかがでしたか？

浜田　うちのチームは、バックグラウンドが違う5名が集まってい
るんですが、抽象的な議論を深めていくところから話が進んで
いきました。どういう風にプレゼンをするのかとなった時に、「パ
フォーマンス」をしようとなったんですが、「パフォーマンス」とい
う言葉一つをとってみてもみんなのイメージすることが全然
違っていた。発表会直前にすら、みんなが思い描いていたもの
の違いが出てきたことが面白かったです。
千田　企画発表会直前は、2日に１回くらいでZoomのミーティ
ングをしながら進めていました。「障害のある人もない人も同じ
場所で体験できる面白いこと」を企画したい！ということから始
まって、イマーシブシアターの構想をふくらませていったのです
が、いつもアイデアがもりもりで...! 私は企画制作者でもあるの
で、どこかで落とし所を見つけなきゃ、となりがちなんですが、そ
もそも今回は、問い自体に正解がないものですし、メンバーに
どんどんアイデアが沸く人がいたり、プロセスを楽しみたい人が
多いので、時間をかけてこだわり尽くしています。グループの中
には視覚障害をお持ちの方の同行援護をしているメンバーや、
ご家族に障害をお持ちの方がいるメンバーがおり、そういう実
体験を聞くところから企画が始まっていきましたね。
今野　うちのチームは、徹底的に話をすることに重きを置いてい
る感じです。１日のミーティングでトータル７時間くらい話してい

た日もありますね…。自分が「宿題ができないタイプ」というこ
ともあってか、メンバーも話した方が早いというか感覚派の人
が多い気がしています。話しながらああでもない、こうでもない
という感じ。話し合いをすることに対して投げ出す人間がいな
い。バンバン意見を出す人もいるし、ゆったり考えたい人もい
るので、みんなが心地よく議論を進められる場づくりができるよ
うに心がけていました。
児島　皆さんの長時間ミーティングのお話を聞くと、うちのチー
ムは、圧倒的に喋っている時間は少なかったかもしれません。
そこは悩みに近かったのですが、その分どうやって自分が思い
付いたことや考えたことを伝え合えるのかを考えていました。
現実的に何か企画を立てることに向かって、キビキビと、議論
が進んでいる感じ。自分の考えをシェアする方法を、メンバーそ
れぞれが、悩んでいたのかもしれません。
　お題に対して、浮かべる内容もまちまちでした。中間支援をし
ている人、劇団をやっている人、文化事業の実施に携わってい
る人。メンバーそれぞれ、劇場との距離感がそもそも違ったの
で、どの立場で劇場について考えるのかという点で、苦労もし
たし、勉強にもなりました。
　「バリアをどう乗り越えるのか」ということを、自分たち自身、グ
ループワークを通じてやっている感じがしました。

─スタート当初から変化していったことはありますか？

千田　個人的には、分かり合えなさを楽しめるようになったこと
が大きいです。はじめは、オンラインでうまくコミュニケーション
をとっていけるのかという不安もありました。でも、うちのチー
ムは、ストレートに意見を伝えるタイプの方が多くて、それがか
えってよかったです。意見が合わないこともあるし、年代や環
境によって価値観が違うということが前提にあって。私自身、
これまでは自分と他者との間に壁を引いてしまう思考の癖が
あったのですが、話してみたら、互いの想いは知り合えるし、前
に進めるのだということに、気付かされたんです。自分と違う人
を遠ざけずに、一旦出会ってみるということが必要だなぁと思
いました。
　そもそも、障害を持っていたり、普段見えづらい問題に対
する姿勢を持つことが、私自身の“生きにくさや困難”と相性
が良かった、繋がりやすかったと思っています。つまづきやす
かったり、心身を崩して、劇場の空間が全部毒となってしまっ
たことがあったりしたんです。情報保障をするにも、単なる知識
の引き出しを作ればいいのではなく、想像するだけでもなく、そ
の二つを組み合わせていくことが必要だと学びました。
今野　私は、劇場職員になってまだ1年です。新参者として、語
ること、語彙を増やすことをひとつの目的として参加しました。
チームに、同じような志望動機で参加している人もいるんです
が、ミーティングの中で、その人が話を止めて、「その話もう少し
聞きたいので、もう少し語ってもらってもいいですか？」と差し
込んだりすることがあった。そうするとしどろもどろになりながら
も、言葉にしないといけない。それがすごく大切な体験だった
んです。訊かれた本人も語りながら、改めて考えて、深く納得し
たりするし、聞き手も「あ、そういうことだったんですね」と深く知
る。問うことの大切さを感じた瞬間でした。
　日々忙殺されていると、着地点や妥協点がわかった状態で話
を進めることを求められる。でも、今回ご一緒したチームの皆さ
んは、結構感覚派だったし、「とりあえず最後まで聞いてみる姿
勢」があった。原点回帰というか。同じ方を向いていないとして
も、同じレベルで相談し、語り合えたのがありがたかったです。
児島　私は、今の仕事をし始めて5年経ちました。中間支援の
業務って、「一歩引いている」感じがするのが、最初は違和感
で、でも、自分にもその感じが染み付いてるなと思って。今回は
引いている場合ではなかったんですけれど（笑）、それでも、どう
しても業務の癖で、先に人の話を聞き取ろうとしてしまう。私っ
て、思った以上に自分のことを開示していなかったんだ、という
ことに途中で気づいてハッとしたんです。ベースが受け身になり
すぎていた。
　組織でも、内部の合意形成をしなければならないようなこと
と向き合うと、横同士の考えをシェアすることや上に伝えていく
ことも大事だけれど、まずは自分の思っていることをぶつけな
いといけないなと思いました。

浜田　考え方が変わったとかじゃないんですが、メンバーの野
口さんがアーティストなので、プレゼンの方法が興味深かっ
た。みんながこれまで議論してきたことと、野口さんを中心に、
「アーティストとしてパフォーマンスする」ことを実現していく過
程。抽象的な議論から、パフォーマンスに落ちていくこともそうだ
し、このプロセスを通じて、チームのメンバーの具体的な部分
が明らかになっていくのが面白いなと思っていました。

─今後のご自身の活動や今回の講座の延長で何か取り組もうと
思っていることはありますか？

児島　ダンスのカンパニーの制作でもあるので、今回出た具体
的な企画や考えをメンバーにもシェアして、実際に何か、世に
出る形にしたいなと思います。
浜田　チームのメンバーは、とてもバラバラだし、この後はどうな
るかわからないけど、会おうと思って、きっかけがあれば会える
人もいるかなと思います。
今回の企画に参加して、「人を頼ること」あるいはそれが上手く
できないということが、身体(からだ)と強くかかわる話題であっ
て、そしてそうであるが故に、議論したり話題に上げること自体
難しいことなんだと気づきました。頭ではわかっていても相談
できない。僕は身体行為の研究をしているので、「身体的なこ
とは絶対言語化できない、議論できない」とは必ずしも思いま
せん。でも、他人と話すのは難しいのではないかと躊躇してしま
う。障害にもそういう部分が強くあるな、と思いました。
これから、直接“障害”を扱うかは、分からないのですが、「企
画がうまくいかない」とか、アーティストのプロセスで起こる様々
な課題と今回対峙した障害の話には共通項があると感じるの
で、これからの活動の中で、この企画で経験したことも反芻す
るんだろうなと思いました。
千田　今、大学3年生で、こういう気持ちをどこに生かしていこう
かということはまだ定まっていないのですが、絶対に無駄には
ならないだろうと思っています。独学でデザインを勉強したりも
しているので、WEBのアクセシビリティなどについて調べること
も増えました。卒論のテーマなどとも関連づけて、この学びを還
元していきたいと思っています。
今野　私は、劇場の職員という立場にいるのですが、「来てくれ
た人とその先どうしていくの？」という命題、今の悩みと、今回の
プログラムは繋がっていました。前職はアウトリーチ担当が多く
て、そこではきっかけ作りをする役割だったと思っています。、劇
場職員になってみると、劇場の中で起きていることは、劇場に
来た人にしか還元できない。きっかけづくりなら「もっとできる
ののでは」と思っていた。でも一方で、劇場に来た人にも、もっ
とできることも考えなきゃと考えた1年でした。うちは比較的、人
が集まる劇場だと思っていますが、来てくださる層がさらに広
がっていくよう、いま来てくれている人たちとともに10年、15年
先を考えていきたいと思います。

今野はるか
劇場職員
Aチーム

児島美穂
公共ホール職員/舞台制作

Bチーム

浜田誠太郎
俳優／演劇研究

Cチーム

千田ひなた
学生

Dチーム

受講生対談

背景や職域の違う人同士で、
“劇場”の課題に向き合った半年間。

これからの活動にどのように生かせるか？
半年間の受講を経て、参加者はそれぞれ、どのような感想をもち、どのようなことを考えているか。

それぞれのチームを代表して、受講生4名にお話を聞きました。
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監修／メンター 障害とアート、共生と文化芸術に携わる各分野の専門家にご依頼し、
本講座の監修、受講生の相談役として並走していただきました。

企画実践編では、受講生一人ひとりのモチベーションが高く、求められているものの大きさ
を感じました。実際に生まれた企画そのものというよりは、この経験の種が全国各地に持ち
帰られることで、どのような花が咲くのかが本当に楽しみですし、またその実践の経験から私
自身も学ばせていただきたいと思っています。とはいえ私はというと、企画考案プロセスで時
折コメントを言うばかりで、監修者として機能していたのかは心許ない限りでした。また運営
面から考えると、初年度ということで必ずしもスムーズな点ばかりではありませんでした。この
講座運営プロセスで課題となったことの一つひとつを将来に向けて蓄積していき、今後より
良い講座に成長していくことを関係者の一人として願いたいと思います。

長津結一郎
（九州大学大学院芸術工学研究院准教授）

多様な関係性が生まれる芸術の場に伴走／伴
奏する研究者。障害のある人の表現活動などに
研究や実践の双方から関わる。著書に『舞台の
上の障害者：境界から生まれる表現』など。

今回、経験も視点も様々な参加者が全国から集まり、講座、視察、映画の上映会など、一連
の体験を共有した上で共に企画を行いました。そうして生まれた、アイデア、プレゼンテーショ
ンには多角的な問題意識や視点が含まれていて、それぞれのチームが、それぞれに発想が
豊かで素晴らしかったです。事務局がチーム分けをしたこともあり、はじめての人たち同士
が、オンラインを中心にコミュニケーションをすることに、難しさもあったと思いますが、互い
の得意を生かし合って最後には、今後も協働して、何か一緒に取り組むことができる可能性
のある同志になれたのではないでしょうか。
　事業全体を振り返ると、今回の事業で対象とした、舞台芸術のアクセシビリティには、「創
作の環境」「（文化芸術に触れる）機会、出会いの場づくり」「鑑賞環境」など様 な々要素が含まれ
ていました。次年度以降継続できるならば、どこかに焦点を絞って深く掘り下げてみるのも良
いかもしれません。おつかれさまでした！

文
（NPO法人DANCE BOX 事務局長）

神戸・新長田の劇場「ArtTheater dB KOBE」
を拠点に、コンテンポラリーダンスのアーティ
ストの育成事業や、障がいをもつ人や国籍
の違う人・地域の人とつくる事業を展開。

それぞれの現場ですでに実践を積んでいる人たちが企画だけを作る、という立てつけの企
画実践編。どんなことになるのか戸惑ってもいましたが、むしろ想像力たくましく、それぞれの
切実な実感を持ち寄って議論していたように思います。決してなれることのない他者につい
て想像する困難を経たからこそ、これから自身の仕事や制作の中で他者と対話し、葛藤しな
がら作ることができるのだと思います。
　講座の運営上、自分の参加グループ以外の議論やフィードバックを聞ける仕組みでな
かったのが残念でしたが、今後も交流を続けつつ、ほかの現場で起きていることにも常にア
ンテナを張っていてほしいです。
　企画（する）を実践する、ということの凄みを感じる約半年でした。実現を焦らず、しかし急ぐ
ことは止めず、より良い場が増えていくことを願っています。僕も頑張ります。

山川陸
（アーティスト／ Transfield Studio共同主宰）

人が集まって考える状況の設計に取り組
む。主にツアー形式の参加型パフォーマン
スを発表。ほか相談所「SNZ」、ラーニング・
コレクティブ「RAU」の運営など。

学び気づき
障害当事者の劇場・文化施設での芸術鑑賞及び体験を充実させてゆくことを目指す施設職員やアーティストの

育成プログラムとして、スタートした本事業。運営チームでポイントを振り返りました。

─これからに向けて

企画実践編には、文化施設職員として、よりインクルーシブな表現
の場づくりや企画を深めていきたいという方、福祉の現場でこれ
から文化芸術の取り組みをしたい方、福祉とアートの実践を学ぶ
学生の方など、さまざまな方が参加してくださいました。
　企画発表会に向けたグループワークでは、それぞれ課題に取り
組んでいただきましたが、企画の内容だけではなく、その過程で、

バックグラウンドの違う参加者同士、それぞれの立場から視点を
深め、意見交換していったことでみえた気づき、学びも大きかった
ように感じます。
　運営側も含めて講座が終わった後も今回の対話から生まれた
学びを活かし、インクルーシブな舞台芸術の場づくりを担う人材
が増えていくことを願います。

参加者同士の対話が深まり、未来へのあらたな協働の可能性が生まれた企画実践編

講座全体を通じ、様 な々背景や職能を持つ受講生が、個々の問
題意識を言語化し、自身の思考の枠に捉われず、社会にある「バ
リア」に ついて考える機会を作りましたが、まずは”当事者の声を
しっかりきく”ということの大切さを改めて感じました。だからこそ、
講座内で障害のある人と一緒に考えるプロセスがもっと必要で

したし、次年度に向けた大事な改善点だと認識しています。併せ
て、劇場・文化施設職員の方 と々ともに考える機会も増やし、舞
台芸術がより多くの方に開かれたものになるよう、引き続き尽力
していきます。

障害当事者の声をきき、考える場をつくることの大切さ

と

全国から約100名の方にお申し込みをいただいた入門編。オン
ライン講座では、講師の先生が受講生に対してお題を投げ、意
識的に学べるようにポイントを提示してくださったり、質問を投
げかけてくださったので、一方向ではなく、受講する方とのやりと
り、意見交換の場が生まれました。
　また、当事者がおかれるさまざまな環境や課題について知り、

考えるきっかけを与えてくれるドキュメンタリー映画３作品を全
国５都市で上映。これをきっかけに劇場の方 と々「もっとこういっ
た取り組みを拡げていかないと！」というお話ができたことも意
義深かったです。地域の方、ご協力いただいた行政の福祉課の
方も喜んでくださり、良い場が生まれましたが、次年度へ向けて
広報面での課題は残りました。

受講生者と講師のインタラクティブな場が生まれたオンライン講座と、
その地域ならではのコミュニティの熱が垣間見られた上映会
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